
医者は病気を治さない 
何を言っているか分りますか。 
病気を治すのは薬です。投薬で８割９割病気を治し、手術など、医者が直接治療するのは１割２割なのです。 
医者は検査（定量分析）をして、たとえば空腹時の血糖値が 126mg/dl以上であるから「貴方は糖尿病です。」と
診断し、製薬会社の作った薬を投与します。つまり、病名を付けて、薬の「情報売っているに過ぎない」のです。

患者にとっては、薬が治そうが、医者が治そうが、病気が治ればいいわけです。患者は、病名が分らず、どの薬

を飲んだら治るか判らないわけですから。 

医者は病気を治す 
逆のことを言いました。 
医者という仕事は随分昔からあります。どうやって病気を治すという信用を築いてきたのでしょうか。診断（定

量分析）をして、投薬をして、患者が治るかどうか観察し、治らなければ薬を変え、あるいは、別の病気か再度

診断し、製薬会社と協業しながら、治療実績を積み重ねてきたのです。 
病気になれば、誰もが製薬会社へは行かず、医者を尋ねます。彼らの仕事の中心は「診断をすること」なのです。 

医者の診断は定量分析 
医者は、第一に、血液検査や、尿検査をして、定量的に病名を付けます。生活習慣（食事が不規則、食べるスピ

ードが速い、アルコールを飲む、歩かないなど）を聞くだけの診断はしません。それら定性情報では、患者の言

うことはあてにできるとは限らず、曖昧だからです。あくまで、基本は定量分析なのです。 
「定量分析は、早い、正確、患者が納得、誰がやっても結果が同じでスタッフの能力に左右されない。」などメ

リットは沢山あります。 

会計事務所の診断業務はオマケ 
医者の診断対象は人体です。会計事務所にこれをあてはめてみると、決算書です。しかし、多くの会計事務所で

は、決算書を財務分析（定量分析）されることはなく、されたとしてもオマケ（無報酬）、ましてや主な収益源

としてきませんでした。なんと「勿体ないこと」でしょうか。 
会計事務所の主業務は税務であった為、損益計算書は法人税の計算フィールド、貸借対照表は、一時預かりの棚

の様相です。1年間、仕訳をチェックしてコツコツ積み上げてきた結果できた決算書は、最後の最後で、極めて
残念な扱いになっています。 
医者が体を診察しなかったら、貴方はその医者にかかる気になれますか。 

医者のビジネスモデルを採用する 
今までのビジネスモデル（職人型・請負能力作業型）の発想では、「何か新しいサービスを始めよう。その為、

こんな●●サービスをできるようにしよう。」となります。それは、医者でいう 1割 2割の話。勉強に時間がか
かり、営業で苦戦している間に、投薬で治る病気にかかっている企業はどんどん悪くなってしまいます。 
診断をして、病名を特定し、その病気を治す製薬会社（コストダウン、人事コンサル、財務コンサル、Ｍ＆Ａ、

再生・再建、生保、ＯＰリースなど 以下ソリューション会社）に紹介すれば、企業は改善しますし、営業も彼

らがしてくれ、フィーという（投薬）収入も得ることが出来ます。決算書を診断し、その情報から、ソリューシ

ョン会社に紹介することが、医者のビジネスモデルへの転換になります。 
 
 ビジネスモデルを変える 




